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2026年4月6日（月) 

ドル高と一部円高、持続と反動調整にらむ 

中東、円安対応、米指標、日本の有事影響など焦点 

今週の為替相場は全般的なドル高と一部通貨に対する円高に関して、持続余地

と反動調整をにらんだ展開となる。週間予想はドル/円が157.50－161.50円、

ユーロ/円が181.70－185.80円。前週は米イランの武力衝突に関し、早期の停戦

期待が後退したことや米指標の底堅さなどにより、全般ドル高が持続となった。

対ドルでのポンド、スイス・フラン、カナダ・ドル、NZドル等の通貨下落を受

け、対円でもこうした通貨が連れ安になっている（円は上昇）。今週は中東情勢

や日本の当局の円安阻止対応、米指標、日本の中東有事影響などが焦点になる。 

 
米イラン衝突、戦闘激化と停戦の兆しに一喜一憂 
 
今週の為替相場で注目されるのは、米国・イスラエル対イランの武力衝突と中

東有事の動向だ。前週にはトランプ米大統領が１日、交渉継続と同時に「今後

2－3週間、イランを激しく攻撃する」と脅しをかけ、早期の停戦期待が後退して

いる。 

トランプ氏は5日、イランに対し、ホルムズ海峡の事実上の封鎖の交渉期限を1

日延長し、7日午後8時（日本時間8日午前9時）までに解除するよう要求した。合

意しなければ、「発電所も橋も一つも残らないだろう」と警告している。 

今週以降は交渉期限を含めて、交渉の難航と戦闘の一段の激化となれば、為替

相場では全般的にドル高が持続となりやすい。前週にかけては対ドルで、ポン

ド、スイス・フラン、カナダ・ドル、NZドル等の通貨下落が持続。リスク回避と

あいまって、クロス円取引でもこうした通貨が連れ安となっており、中東有事が

続く限りは、こうした通貨の対円での下落圧力（円は上昇）が意識される。 

一方で週明け6日のアジア時間には、「イランの仲介者、45日間の停戦に向け

瀬戸際の働き掛け」（米アクシオス）といった報道が見られた。今週以降、停戦

交渉の進展やトランプ米大統領による一方的な勝利宣言などが見え始めると、全

般的にドルは反落となる。 

その場合、円相場は初期反応として、ドル/円でのドル安・円高とクロス円で

の円の連れ高（対円での非ドル通貨安）による円全面高の可能性がある。しか

し、二次反応としては対ドルでの非ドル通貨の反発やリスク選好による米日の株

高などにより、クロス円で非ドル通貨が上昇（円は下落）。ドル/円でも円高が

抑制されたり、リスク選好で円安・ドル高に振れるなど、円全面安の展開があり

得る。 

 為替相場のドル/円では、日本の当局による円安阻止対応が注視される。160円

超え方向に急ピッチでドル高・円安が進む局面では、日本の政府要人による口先

介入のトーンアップや、4月27－28日の日銀政策会合に向けた日銀の利上げ地な

らし強化（日銀幹部発言やマスコミへのリーク報道など）のほか、レートチェッ

ク、実弾介入といった円安阻止対応が注目される。 

 ただし1月23日のレートチェック以降、為替市場では介入警戒感が2カ月以上の

持続となってきた。ドルの高値圏では、国内輸出企業など「ドル売りの必要性が
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あるドル売り手」によるドル売りの消化が進んできている。同時に介入警戒感に

より、短期投機筋によるドルロング（買い持ち）ポジションの持続的な拡大は抑

制され、短期の回転売買などでポジションの偏りは抑制されている。 

 一方で国内輸入企業など「ドル買いの必要性があるドルの買い手」は、介入期

待によるドル下落待ちの部分がある。短期投機筋の中にも介入期待により、160

円前後にかけてはドルの戻り売りに動いている向きが少なくない（短期的なドル

ショート＝ドルの売り持ち志向）。 

 こうした要因により、日本の当局による介入出動を含めた円安阻止強化の局面

では、短期的にはドルが急落となっても、ドルの下落幅が限られたり（ドルロン

グの反動解消エネルギーが限定的）、ドル安が一服してくると、ドルの下値切り

上がりからドル再上昇へと向かう可能性がある（ドル下落待ちの押し目買い需要

残存。介入期待によるドルショート構築組はドル買い戻しへ）。その他の注目点

は以下。 

＜米10年債金利、13・26・52週平均が上向き化＞ 

 為替相場のドル/円に影響を与えるのが、米10年債金利の動向だ。3月からは原

油高とインフレ上昇懸念、FRBの利下げ観測後退、米国の国防費増と財政悪化リ

スクなどで金利は上昇となっている（米債価格は下落）。米10年債金利の週足テ

クニカルでは、13週（3カ月）、26週（6カ月）、52週（1年）の各移動平均につ

いて、上抜けと各ラインの方向角度の上向き化が見られている 

 このまま定着となれば、昨年3月以来の同時現象となる。各ラインの上抜けや

上向きが維持されている限り、ドル/円は短期的なドル安の局面があっても、ド

ルの下限切り上がりやドル高の基調が持続となりやすい。 

＜ドル/円の週足、下値抵抗線の上抜け維持焦点＞ 

為替相場のドル/円は週足テクニカルで、昨夏以降の下値抵抗線の上抜け維持

と、各ラインなどを下値メドとしたドルの下値固め、下限切り上がりが焦点に

なっている。ブルームバーグのレートによると、前週末4月3日時点の数値では、

下値抵抗線として5週移動平均線159.32円、6週移動平均線158.77円、7週移動平

均線158.23円、9週移動平均線157.50円、週足・一目均衡表の転換線156.37円な

どがある。 

＜物価などの米経済指標＞ 

 今週は米国で重要な経済指標が相次ぐ。前週には雇用統計や失業率が改善とな

り、米国経済の打たれ強さが示された。米FRBの利下げ観測は後退し、為替相場

では全般ドル高がサポートされている。 

 米国ではAI・データセンターを始めとした設備投資の増加や、移民規制・高齢

化等による人手不足と雇用の底堅さ、昨年以降のFRB利下げの遅行効果などが景

気を下支えしている。今週は7日の耐久財受注や9日の個人支出、失業保険申請件

数などで改善方向が注目されやすい。 

10日のミシガン大学消費者信頼感は最新4月指標であり、中東有事や株安、金

利上昇などが悪材料になる。10日には3月CPI（消費者物価指数）が公表される
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ドル／円の日足；２８日移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

２８日平均を上抜けの局面では、バンド上限方向が短期的な上値メド

２８日平均方向が下値メド、２８日平均の下抜け局面ではバンド下限方向が下値メド

ドル／円 バンド上限＝160.73 28日平均＝158.61 バンド下限＝156.50

※↑

※２８日平均
焦点
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が、3月以降の中東有事と原油高などを受けて、物価の上昇が焦点になる。 

＜日本の中東有事影響＞ 

 日本の中東有事影響としては円安・原油高と悪い物価上昇の抑止に向けて、4

月27－28日の日銀政策会合にかけては日銀の利上げ観測が高まりやすい。短期的

に円安の度合い抑制や円高の要因となるものだ。 

 一方で日本では電気料金やガソリンなどの価格上昇対策として、政府の補助金

等による財政支出の持続が焦点になっている。こちらは日本の財政悪化と国債の

信用懸念により、円安の要因となる。 

前週末からは5月の大型連休明けに向けて、日本の政府内で国民や法人にガソ

リンや電力使用の節約、節電を要請する案が浮上してきた。5月以降の日本の景

気の悪化材料となり、5月以降の日銀の利上げに障害となる。その点で日銀につ

いては、4月27－28日に向けた利上げ観測が円安抑制や円高材料となる一方、4月

利上げの織り込みが進むに連れて、「5月以降の日銀様子見」が意識され、ドル/

円、クロス円で円の戻り売り（ドルなどの外貨が下落する局面では押し目買い）

が漸増していく可能性も無視できない。しかも5月以降は米欧など海外の中銀

で、利下げ休止や利上げ地ならしが注目されてくる（外貨高・円安の要因）。 

日本の貿易面では3月以降、ホルムズ海峡の通航障害により、日本の原油・ガ

ス・重要物資などの輸入が遅延や減少となっている。輸入減少はドル買い・円売

り手当ての減退とドル高エネルギーを抑制させる一方、今後、海峡の通過や代替

ルートなどで輸入が反動増となれば、ドル高やドルの下値切り上がりの潜在要因

となる。 

さらに日本では原油・ガス・重要物資などの備蓄を取り崩し、一部はアジア諸

国にも支援提供が検討されている。その分だけ日本では先行き「備蓄放出の穴埋

め補充余地」が生まれている。中長期スパンで先行きの輸入増とドル買い需要の

増加余地、ドルの下限切り上がり要因となりやすい。 
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豪ドル／円とスイス・フラン／円の日足；２８日移動平均を中央値のボリンジャーバンド

２８日平均を下抜けの局面では、バンド下限方向が短期的な下値メド

２８日平均方向が上値メド、２８日平均の上抜け局面ではバンド上限方向が下値メド

豪ドル／円（左軸） バンド上限＝113.38 18日平均＝111.01

バンド下限＝108.64 スイス・フラン／円（右軸） バンド上限＝203.40

18日平均＝200.81 バンド下限＝198.23

※２８日平均
焦点
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